

























─  幼児の運動能力向上を目指したプログラム作成の試み  ─
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A 幼稚園年長組のうち，フーププログラムを実施する群（以下，対象群）として X 組 34 名（男
児 19 名，女児 15 名），フーププログラムを実施しない群（以下，統制群）として Y 組 34 名（男
児 20 名，女児 14 名）をそれぞれ選出した。身長及び体重は対象群が 102.7cm ～ 126.0cm 及び
15.2kg ～ 28.4kg，統制群が 100.9cm ～ 128.2cm 及び 15.5kg ～ 27.2kg であった。
B．運動遊びプログラム
本研究では，中野区運動プログラム（中野区幼児研究センター，2014）及びフープを用いた運





60（T-2796；内径 60cm：以下，丸型 60cm）及び体操リング 85（T-2797；内径 85cm：以下，
丸型 85cm）を使用した。平型フープとして，エバニュー社製フラットリング S（ETE121；内径

































ステップ 遊びの種目 遊び方の概要 使用フープ
1
①またぎっこ 並べられたフープをまたいで歩く（距離約 3m）。2コース設置。 平型 S3本，平型M3本，平型 L3本（1コース分）






④こままわし フープを立てて，コマのように回す。 丸型 65cm1本（1名分）
⑤ケンケンパー フープを用いてケンケンパーをする（距離約 5m）。2コース設置。 平型 S8本，平型M8本（1コース分）
⑥フープとび フープを用いて縄跳びをする。 丸型 65cm1本（1名分）
3
⑦フープころがし 二人で向かい合ってフープを転がし，キャッチ（距離約 1m）。2名 1組。 丸型 65cm1本（2名 1組分）




















335cm：以下，平型 S），フラットリング M（ETE122；内径 44.5cm：以下，平型 M），及びフラッ
トリング L（ETE123；内径 63.5cm：以下，平型 L）を使用した。
図 1．フープの配置例
本研究の運動遊びプログラムは平成 30 年 10 月に週 2 回，1 回 30 分の運動遊びプログラムを合
計 4 回実施した。各回の運動遊びプログラムでは，34 名の子どもを 1 組 11 ～ 12 名の 3 組に分け，




2 1 種目目：6 分
3 移動：1 分
4 2 種目目：6 分
5 移動：1 分






















対象群（n ＝ 31） 2.8 ± .86 3.1 ± .92
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